
令和８年度 大町ＬＭＯ事業計画書 

 

１ 今年度の目標 

・設立後、地域での一番の事業【大町フェス】を開催し大町ＬＭＯの認知度を高める。 

・地域課題を解決するため、昨年度の事業は継続に、そして新たに各団体支援事業を実施する。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 大町フェス (11)事業中(1)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 5 月 1 日 ～ 令和 8 年 10 月 15 日 

⑵ 実施場所  大町小学校 

⑶ 参加者数   2,000  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名    大町 LMO     

４ 取組内容  

①大町 LMOに係る団体が協力して、大町学区全住民を対象とした交流できる場を企画。 

②大町 LMO構成団体一つ一つの団体が、思い思いのブースを出店する。 

③福祉バスの運行便を昨年より台数を増やして高台にある会場までたくさんの方にきてもらう。 

④今年は、屋外ステージを設け、フェスの盛り上げに一役買う。 

⑤学区内にて商売している飲食店・雑貨店などにも出店してもらう。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域全体で「大町フェス」の開催に向けて、一致団結をして、大町学区内の地域コミュニ

ティ活性化を促進したい。 

構成団体だけでなく、飲食店・雑貨店等の出店参加や、ステージを設けることにより、た

くさんの集客に繋がることで、人の輪を広げることのできる第一歩にしたい。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

フェスティバルを開催するまでの間、チラシやポスターなどで開催の宣伝をする。 

住民の皆さんがそれを見ることで、お友達の間でも会話の話題になり、「会場に行ってみ

ようかな」という気持ちになってくれるだけでも、交流促進の第一歩となるのではと考える。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 広報活動（LMO コネクト） (11)事業中(2)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⒁ ⑴～⒀に掲げる活動の地域内外への情報の発信に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

⑵ 実施場所  大町学区 

⑶ 参加者数  学区全住民対象 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町 LMO、有志の会、大町学区自主防災組織連合会  

４ 取組内容  

コミュニティーツールとしての機能を備えたアプリ「ＬＭＯコネクト」を導入し、従来の回

覧板に代わる学区内の新たな情報伝達手段を確立する。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

本アプリの導入により、学区内のイベント情報や避難所開設等の防災情報を発信するだけ

でなく、双方向の情報伝達を可能とすることを目的とする。また、プッシュ通知機能を活用

することで、迅速かつタイムリーな情報発信を実現する。 

   さらに、防災ツールとして活用することで、避難所開設情報、河川カメラ、ハザードマッ

プ、雨雲レーダー等の地域に特化した情報を迅速に取得できるようにする。 

加えて、デジタル回覧板としてイベント情報を発信するだけでなく、住民の意見を収集し、

今後の事業に反映させる仕組みを構築する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

従来の回覧板は町内会等の会員に限定されるため情報伝達範囲に制約があったが、本アプ

リの導入により、より広範な対象への情報発信が可能になる。 

アプリの普及及び日常的な利用促進を図るため、インストールや回覧閲覧、投票等の利用

状況に応じて「エルモポイント」を付与し、ポイント還元を通じて住民のコミュニティー活

動への積極的な参加を促進することができる。 

また、当該仕組みの運用にあたっては、協賛企業の確保や自治体の支援を受けることによ

り、持続的な運営体制の構築を目指すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 交流カフェ (11)事業中(3)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

⑵ 実施場所  大町集会所 

⑶ 参加者数   500  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町学区社会福祉協議会、いちごミルク  

４ 取組内容  

地域住民が気軽に集い、交流を促進する場として「交流カフェ」を開催する。高齢者や子育て世代、障害のあ

る方、生活に不安を抱える方など、多様な住民同士がつながり、孤立防止・見守り・支え合いを推進することを

目的とする。また、福祉課題の早期発見や相談支援につなげる「入口」としての機能も担う。 

交流カフェでは、以下の内容を組み合わせて実施する。 

（１）自由交流の場の提供 

・お茶やコーヒー等を用意し、気軽に立ち寄れる空間を整備 

・参加者同士の雑談や交流を促進 

・初参加者にも配慮し、スタッフが声かけを行う 

（２）ミニプログラムの実施 

・交流のきっかけづくりとして、以下のような企画を実施する。 

・健康体操、ストレッチ 

・ミニ講座（介護予防、防災、健康づくり 等） 

・手芸、折り紙、趣味活動 

・季節行事 

（３）相談・情報提供 

・生活や福祉に関する簡易相談の対応 

・必要に応じて専門機関へのつなぎ 

・地域のイベントや支援制度の情報提供 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

高齢単身者が地域から孤立することを防ぐとともに、対象を子育て中の親子や障害を持つ

方々に拡充することで、多世代交流を図る。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

地域の高齢者特に単身高齢者にとって、気の向いた時に集いの場へ出向く事で、ウォーキ

ングによる軽運動と人に会う事で認知症予防及びフレイル予防となる。また、開設時間や対

象者の拡充を図ることにより、その集いの場に子育て中のママと幼児や障害者が参加する事

で、新たな多世代交流につながる。 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 健康教室 (11)事業中(4)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

⑵ 実施場所  大町集会所、富士団地集会所、五軒屋集会所、リガーレ 

⑶ 参加者数   2,500  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町学区社会福祉協議会  

４ 取組内容  

地域住民の健康維持・増進および生活習慣病の予防を図るとともに、住民同士の交流を促進

し、孤立防止や地域のつながりづくりを目的として実施する。特に高齢者を中心に、無理なく

継続できる健康づくりの機会を提供する。 

健康チェック、軽運動、健康講話、交流会 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

運動不足になりがちな高齢者や話相手のいない単身高齢者が、口コミで健康教室情報を入

手され勇気を出して参加したいと会場にお越しいただいても満員で断る場合が多く、他の会

場の様子も把握できず機会損失となっている。このため大町ＬＭＯが主体となって全体管理

することによって高齢者参加を増やす。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

イベント参加者同士のつながりを増やすとともに、より多くの高齢者の健康が増進され

る。また、イベントへの参加を通じ交流は大町フェスや交流カフェ事業の参加にもつながる

と期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 大町小地域交流活動 (11)事業中(5)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 5 月 1 日 ～ 令和 8 年 12 月 25 日 

⑵ 実施場所  大町小学校および授業実施場所 

⑶ 参加者数    800   人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町学区社会福祉協議会  

４ 取組内容  

大町小学校の地域交流授業に積極的・継続的に参画する。 

（武田山登山、ががら山登山、むかしの遊び、地域ウォークラリーなど） 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

核家族世帯が多く占める大町小学校児童にとり、古老から伝承されるしか得られない大

町の自然環境・伝統を学ぶ機会がないことから、地域交流授業を通じ、多世代交流を図る。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

色々な経験を積まれた地域の人々と交流することにより、机上の授業では得られない体

験で、大町の自然環境・伝統などを学び郷土愛を育むことが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 防災教室 (11)事業中(6)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑻ 地域の防災又は減災に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年  3 月 31 日 

⑵ 実施場所  大町学区内、児童館、幼稚園等 

⑶ 参加者数  各教室 50人（見込み）児童、園児   職員、防災士 

 ⑷ 主催団体  大町 LMO・大町学区自主防災組織連合会 担当 : 大町学区防災士 

４ 取組内容  

令和 7 年度は大町児童館館長のご理解を頂き、児童たちに年 4 回の防災教室を行った。楽

しみながら防災について、深く考え、しっかり心に残る学びの時間が提供できた。 

児童館の要望もあり、引き続き、令和 8年度も続けていく。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

・大町学区の子供たちに、いのちの大切さを学んでもらう 

・児童の学びを通して、大町学区内に住んでおられる方々の防災意識の向上に繋げる 

・児童には、災害が起こった時、自分で考え行動し、自分のいのちは自分自身で守る 

大切さを学ばせる 

・訓練や祭りを通して、町内の『絆』作りを進める 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・災害時には、自主防災会の事業で培った、地域の絆、共助が何より力を発揮する 

・普段から、顔のみえる町内会、関係性を築くことにより、災害に強い町作りができる 

・こどもたちに生きる力、主体的に判断・行動し問題解決する『生きる力』をつけさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 町民卓球大会 (11)事業中(7)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年  3 月 31 日 

⑵ 実施場所  大町小学校 体育館 

⑶ 参加者数     100   人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町 LMO、大町学区体育協会      

４ 取組内容  

大町学区の住民の皆さんが、卓球というスポーツを通じて交流を図る。 

学区内に居住する住民が世代を超えて交流し、健康増進と地域コミュニティの活性化を図る

ことを目的として小学校にて卓球大会を実施する。 

以下の点を大切にしながら取組を行う。 

・子どもから高齢者までが気軽に参加できるスポーツ機会の創出 

・地域住民同士の顔の見える関係づくり 

・運動不足の解消と健康意識の向上 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

高齢者も多く生涯スポーツの一つでもある、卓球という気軽に出来るスポーツを行うこと

で、住民同士の交流や健康促進に繋がればと思います。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

日頃、運動することに興味があっても行動に出来ずに悩まれている方が、この大会を通じ

て楽しみをもって卓球に限らず、いろんな生涯スポーツに興味をもち、また、新しい人との

出会いも出来て、日々の生活の一つとなればと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 子育て世代の交流事業 (11)事業中(8)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⒂ ⑴～⒁に掲げる活動の新たな担い手の確保に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8年 6月 10日 

⑵ 実施場所  大町幼稚園 

⑶ 参加者数  38人（学区内の未就園児又は園児とその保護者） 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町幼稚園 PTA 

４ 取組内容  

未就園児家庭は地域との接点が少なく、孤立しやすい傾向がある。保護者同士の交流機会が

減少し、地域内の子育てネットワークが弱まっている。これらの課題を踏まえ、大町幼稚園の

既存事業を地域全体へ拡充し、子育て世帯同士のつながりを形成する必要がある。そこで地域

の身体活動団体を講師として招き、親子で楽しめる運動プログラムを実施する。内容としては

①地域講師による親子身体活動プログラム②保護者同士の交流時間③幼稚園教職員による子

育て相談窓口の案内等を実施する。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

本事業は、安佐南区大町学区において、住民主体による子育て世帯の交流機会を創出し、

地域内のつながりを強化することを目的とする。これまで広島市立大町幼稚園において実施

してきた身体活動プログラムは、園児数減少に伴う PTA会費の減少により、講師謝礼の確保

が困難となり、継続実施が難しい状況にある。本事業では、これまで園内行事として実施し

ていた取組を「大町 LMO」と協働し、未就園児家庭にも開放することで、地域全体の子育て

世帯が参加できる交流事業として実施する。これは、住民が主体となって地域課題を把握し、

持続可能な地域づくりを進めるという「ひろしま LMO」の理念に合致する取組である。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

①未就園児家庭と地域との接点創出 

 ②保護者同士の関係構築。 

③地域活動への参加意識の向上 

④子どもの健やかな身体づくりの促進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 掲示板の活用事業 (11)事業中(9)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑴ 地域住民の生活支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和  8年  4月  1日 ～ 令和  9年  3月 31日 (年間) 

⑵ 実施場所  大町学区内町内会・自治会エリア対象 

⑶ 参加者数  学区内全住民対象 

 ⑷ 主催団体  大町ＬＭＯ、大町学区連合町内会 各町内会・自治会 

４ 取組内容  

大町学区内に現存する「掲示板」を活用して、学区内の広報活動に役立てる。 

そのために、連合町内会と連携していき、掲示板の環境整備をして、学区内の各団体も気軽

にポスターなどの掲示をしやすくする。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

・掲示板は古いと言われますが、地域の情報発信の原点は「回覧板・掲示板」と考え、原 

点に立ち、もう一度、地域の中に「掲示板」を復活させる。 

・この活動を通じて、学区内の全住民の皆さんが地域を知り、地域ぐるみの活動を実施す

る基礎と成り、地域コミュニティの活性化にも繋がる。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・地域で活動している団体の活動の様子を地域住民に見てもらい、地域住民にＬＭＯを認

知してもらうことにつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 地域安全防犯パトロール隊活動 (11)事業中(10)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑼ 地域の防犯に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和  8年  4月  1日 ～ 令和  9年  3月 31日 (年間) 

⑵ 実施場所  大町小学校児童の通学路における安全見守り活動 

⑶ 参加者数  最大 80人 (学区内の各団体からのボランティア) 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町学区防犯組合 

４ 取組内容  

大町学区においても、学区内の公的団体の皆さんの協力により、住民ボランティア 80 名が

学区内 14ヶ所で巡回・交差点での交通安全指導等に当たっている。 

(登校日 主に下校時間 ◎安全ボランティア会：火、水、木  ◎大町小 PTA：月、金) 

上記の活動を学区内全住民の皆さんに知って頂けるような広報活動にＬＭＯとしても連携

して取り組む。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

・地域住民の防犯意識を高め、犯罪や事故の未然防止を図る。 

・地域全体で協力しながら安全な生活環境を維持・向上させる。 

・見守り活動を通じて、子どもや高齢者を含めた地域住民の安心感を醸成する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・パトロールや見守り活動により、犯罪や事故が起きにくい環境の形成が期待される。 

・活動している様子を地域住民に見てもらうことで、ＬＭＯの認知度向上と地域活動への

理解促進につながる。 

・学校・区役所・警察と連携することで、見守り活動の実効性が高まり、地域ぐるみの防

犯体制が強化される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 児童・生徒安全ボランティア事業 (11)事業中(11)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑼ 地域の防犯に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和  8年  4月  1日 ～ 令和  9年  3月 31日 (年間) 

⑵ 実施場所  大町学区内 三カ所での夜間見守り活動 

⑶ 参加者数  約 50人 (学区内の防犯委員・地域安全推進員・有志ボランティア) 

 ⑷ 主催団体  団体名 大町ＬＭＯ、大町学区防犯組合 

４ 取組内容  

・大町学区においても、学区内の防犯委員・地域安全推進員・有志ボランティアの皆さんの協

力により、最大 50 名が学区内三カ所に分かれて活動している事業にＬＭＯとしても連携体制

を取り活動を共にする。 

(主に第一、第三水曜日 19時半(冬季は 19時)～約 40分程度のパトロール) 

・防犯活動は多種・多様であり、「地味」な活動でありますが、学区内の全員が防犯意識を高

めて活動することで、良い結果を作ることができるサポートをＬＭＯも取り組む。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

・子どもたちの登下校時の安全確保と交通事故の防止を図る。 

・地域住民の見守り意識や防犯・交通安全意識の向上を促す。 

・活動の周知を通じて、地域ぐるみでの見守り体制の強化を図る。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・見守り活動の実施により、犯罪や交通事故が起きにくい環境の形成が期待される。 

・活動が地域住民に認知されることで、子どもや保護者、地域全体の安心感の向上につな

がる。 

・住民参加型の取組により、地域コミュニティの結束力向上と持続的な見守り活動の定着

が期待される。 

 

  


